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胸壁上の任意の部{立の運動を観察して，他の音I~立との

比較ができれば呼吸運動生理の解明や病的肺の診断や

治療効果を評価するうえできわめて有意義であると考

えられる.

このような目的のために，われわれは.5個のセンサ

ーを有するレーザーモニターを開発し，胸壁上の任意

の創刊立における運動を抽出できることを報告してきた.

この方法で被欽部{立の運動をお互い対比することによ

り.種々の呼吸病変が局所の運動に及ぼす影響を定量

的に評価できると考えられる.

レーザーモニタ一

本装置の測定原理は， レーザーを用いた位置センサー

を胸壁の前方に固定し.附汲lζよる胸壁の前後方向の

位置変化を時間軸にプロットして呼吸波形を得るもの

である.レーザーは可視光(剖M・WlOORA.OMR

ON. TOKYO)を用いた.測定範聞はセンサーから

lω:t40nUll.変位分解能は60μm.周波数応答は 13Hz

までは完告白随. 15Hzで 96%の減衰をみる.センサ

ーユニットは5個のレーザーセンサーからなり，これ

らは同一平面状に保持されていて，個後のセンサーを

移動させることができる.

胸壁迎jfi!Jの測定法

上半身保で.frfl臥位で測定をおこなう.胸鍍上にセン

サーユニットを保持，固定した後."旬郭上の4点.I度

えることにより，各呼吸波形の対比，時間的なずれ(位

相差).阪市面差，波瑚斬などを行い，定齢句，鶴酌

な姉病変の診断が可能となる

この方法は，これまで不可能であった胸壁上の局所の

呼吸運動Jのニタリングが可能であり，今後.新しし、世

代の呼吸機能検査装置としての応用が期待できる.

図1 胸壁上の5点における呼吸波形
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壁上の l点で測定をおこなった.胸郭の変位は 12ヒずッ 0.30 

トのアナログデ.ジタルコンパータで毎分100Hzでサン

プリングしたのち，コンビュータに保存し，独自のの

ソフトウェアを用いて解析をおこなう.

データ解析
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この方法において図 lに示すようなデータが得られ 図2 呼吸波形の重ね合わせ

る 図2は 5つの呼吸波形を重ね合わせたものであ

る.この波形をコンビュータを用いて種々の処理を加



レーザ一式肺槍能診断装置全量

5個のレーザーセンサ一部


